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今
、
急
激
な
少
子
高
齢
化
、
家
族

機
能
の
低
下
、
近
所
の
つ
な
が
り
が

希
薄
化
す
る
な
ど
地
域
を
取
り
巻
く

環
境
は
日
々
変
化
し
て
い
ま
す
。

社
協
で
は
、
27
支
部
を
組
織
し
、

支
部
ご
と
に
イ
ベ
ン
ト
や
研
修
会
な

ど
を
開
催
し
た
り
、
福
祉
座
談
会
な

ど
自
分
た
ち
の
地
域
を
見
つ
め
直
す

機
会
を
設
け
て
い
ま
す
。

ま
た
、
支
部
の
運
営
や
活
動
資
金

に
つ
い
て
は
、
社
協
会
費
と
赤
い
羽

根
共
同
募
金
の
一
部
を
効
果
的
に
活

用
し
て
、
地
域
に
適
し
た
取
り
組
み

を
し
て
い
ま
す
。

今
後
も
、
地
域
の
誰
も
が
「
支
え

る
人
」
「
支
え
ら
れ
る
人
」
の
役
割

を
分
担
し
な
が
ら
、
地
域
に
応
じ
た

福
祉
活
動
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

▲ 改めて住んでいる地域のことを
考えていきます。

▲ 支部活動の活性化や福祉のまち
づくりについて学んでいます。

▲ みんなの「ためになる」講座を
開催しています。

▲ 包丁研ぎや健康体操など楽しい
ひとときを過ごしています。

支
部
役
員
・
福
祉
委
員
研
修
会

（
飯
沼
支
部
）

福
祉
座
談
会

（
玉
支
部
）

お
楽
し
み
イ
ベ
ン
ト

（
水
海
道
元
町
支
部
）

元
気
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

（
内
守
谷
支
部
）

支　部　名

水海道高野町支部

水海道天満町支部

水海道亀岡町支部

水海道本町支部

水海道元町支部

水海道栄町支部

水海道宝町支部

水海道諏訪町支部

水海道橋本町支部

支 部 長 名

沼尻　　滿

堀越　吉男

倉持　道夫

茂呂　昌司

鈴木　　正

五木田昌二

野村　　清

岩本健太郎

古矢　邦夫

支　部　名

水海道森下町支部

水海道渕頭町支部

水海道山田町支部

水海道川又町支部

豊 岡 支 部

菅 原 支 部

大 花 羽 支 部

三 妻 支 部

五 箇 支 部

支 部 長 名

堀部壽美雄

稲葉　　茂

松崎　正夫

亀田　昌博

渡辺　　勝

寺田　清人

渡邊　英雄

古矢　　旭

野口　久雄

支　部　名　　

大 生 支 部

坂 手 支 部

内 守 谷 支 部

菅 生 支 部

石 下 支 部

豊 田 支 部

玉 支 部

岡 田 支 部

飯 沼 支 部

支 部 長 名

植竹　保夫

染谷　忠男

染谷　　馨

鈴木　正輝

橋本　　紘

秋田　禧侑

小野澤俊雄

若月　　博

篠崎　利男

社協支部・支部長紹介（市内には27支部があります）

社
協
支
部
の
取
り
組
み

社
協
支
部
の
取
り
組
み
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しゃきょう

は社会福祉協議会の略称です

障
が
い
者
が
気
軽
に
集
ま
れ
る
場
が
欲
し

い
。
代
表
の
小
久
保
さ
ん
は
自
分
が
障
が
い

を
持
っ
て
初
め
て
そ
ん
な
サ
ロ
ン
が
必
要
だ

と
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
同
じ
よ
う

な
思
い
を
持
っ
て
い
た
人
た
ち
が
発
起
人
と

な
り
「
み
ん
な
の
会
」
は
昨
年
10
月
に
始
ま

り
ま
し
た
。現
在
は
障
が
い
者
や
そ
の
家
族
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
12
名
の
会
員
が
い
ま

す
。主

な
活
動
は
２
か
月
に
一
回
の
定
例
会
で

カ
ラ
オ
ケ
を
し
ま
す
。
今
ま
で
の
障
が
い
者

団
体
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
に
企
画
か
ら

準
備
・
後
片
付
け
ま
で
や
っ
て
も
ら
う
こ
と

が
多
か
っ
た
の
で
す
が
、
こ
の
会
で
は
「
自

分
た
ち
で
で
き
る
こ
と
は
自
分
た
ち
で
」
が

モ
ッ
ト
ー
で
す
。

参
加
者
の
中
に
は
、
こ
れ
ま
で
家
に
こ
も

り
が
ち
で
し
た
が
、
こ
の
会
が
で
き
て
か
ら

友
達
も
増
え
、
積
極
的
に
外
に
出
か
け
る
よ

う
に
な
っ
た
人
も
い
ま
す
。

小
久
保
さ
ん
は
、「
ま
だ
ま
だ
始
ま
っ
た
ば

か
り
で
手
探
り
状
態
で
す
が
、
こ
れ
か
ら
も

会
員
同
士
で
話
し
合
い
な
が
ら
楽
し
い
集
ま

り
に
し
て
い
き
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

会
で
は
参
加
者
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
代
表
　
小
久
保

弘
行

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
２
２
―
９
７
２
８

〝
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
・
福
祉
カ
フ
ェ
〞
な
ど
地
域
で
の
交
流
を
目
的
と

し
た
活
動
を
紹
介
す
る
コ
ー
ナ
ー
で
す
。
今
回
は
障
が
い
者
サ
ロ
ン
「
み

ん
な
の
会
」
で
す
。

▲ 楽しく前向きに！
皆さん遊びに来てください。

社
協
の
点
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成

講
座
修
了
生
10
名
で
立
ち
上
げ
た
、
点

訳
サ
ー
ク
ル
〝
て
ん
て
ん
〞
を
紹
介

し
ま
す
。

平
成
19
年
の
秋
に
全
員
女
性
で
始
ま
り

ま
し
た
。
家
事
の
合
い
間
に
、
そ
れ
ぞ
れ

が
好
き
な
本
な
ど
を
点
訳
し
て
、
隔
週
火

曜
日
の
定
例
会
に
は
そ
れ
を
持
ち
寄
り
ま

す
。
そ
し
て
、
講
座
で
お
世
話
に
な
っ
た

先
生
に
指
導
し
て
も
ら
い
、
皆
さ
ん
は
知

識
も
技
術
も
向
上
し
て
い
ま
す
。

「
点
訳
は
私
の
生
き
が
い
！
」
と
、
水

戸
の
点
字
図
書
館
よ
り
点
訳
奉
仕
者
の
認

定
を
受
け
、
依
頼
さ
れ
た
難
し
い
本
に
取

り
組
ん
で
い
る
人
も
い
ま
す
。
ま
た
、
目

の
不
自
由
な
お
母
さ
ん
が
子
ど
も
に
読
み

聞
か
せ
が
で
き
る
よ
う
に
、
絵
本
に
透
明

の
点
字
シ
ー
ル
を
貼
っ
た
り
、
カ
ラ
オ
ケ

愛
好
者
の
た
め
に
歌
詞
を
点
訳
し
て
喜
ば

れ
て
い
ま
す
。

他
に
も
、
小
学
校
で
点
字
体
験
授
業
を

行
い
、
点
字
の
大
切
さ
を
広
め
て
い
ま
す
。

会
長
の
大
津
さ
ん
は
「
た
く
さ
ん
の
人

に
サ
ー
ク
ル
の
存
在
と
点
字
を
知
っ
て
も

ら
い
、
不
自
由
な
思
い
を
し
て
い
る
人
た

ち
を
少
し
で
も
減
ら
し
た
い
」
と
話
し
て

い
ま
し
た
。

点
字
は
、
６
つ
の
点
の
組
み
合
わ
せ
で

文
字
に
な
り
、
文
章
に
な
っ
て
、
目
の
見

え
な
い
人
た
ち
の
指
先
に
伝
わ
っ
て
い
く

の
で
す
。
根
気
が
い
る
地
味
な
作
業
に
、

明
る
く
取
り
組
ん
で
い
る
皆
さ
ん
を
応
援

し
て
く
だ
さ
い
。

広
報
委
員
　
星
野

ヨ
シ

▲ 自分の名刺を点字で作成中！
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地域女性団体連絡協議会（水海道地区）
地域女性団体連絡協議会（三妻地区）
地域女性団体連絡協議会（大生地区）
地域女性団体連絡協議会（内守谷地区）
地域女性団体連絡協議会（菅生地区）
向 石 下 自 治 区
杉 山 自 治 区
大 花 羽 支 部 （ 小 学 校 街 頭 ）
豊 岡 支 部 ( 公 民 館 祭 )
五 箇 地 区 民 生 委 員
石 下 地 区 民 生 委 員
水 海 道 森 下 町 こ ど も 会
菅 原 婦 人 防 火 ク ラ ブ
常総市消費者連絡協議会石下地区
水海道二高家庭クラブ・マルタ会（マスダファインズ淵頭店）
ガ ールスカウト（アピタ石下店）
坂 手 ふれあいフェスティバル
障 害 者 作 品 展
ふ れ あ い 交 流 会
ふ く し 祭 り

合　　　　計

65,056
57,159
46,173
17,758
70,465
16,696
4,058
29,673
23,187
34,117
683
5,928
11,305
8,800
9,936
20,962
11,556
4,236
2,150
18,232
458,130

街 頭 募 金 等
水 海 道 幼 稚 園
水 海 道 教 会 ・ 二 葉 幼 稚 園
絹 西 保 育 園
玉 幼 稚 園 ・ 同 職 員
豊 田 幼 稚 園
岡 田 幼 稚 園
御 城 幼 稚 園
飯 沼 幼 稚 園
石 下 幼 稚 園
石 下 保 育 園
さ く ら 保 育 園
東 さ く ら 保 育 園
三 妻 小 学 校
水 海 道 小 学 校
大 生 小 学 校
豊 岡 小 学 校
五 箇 小 学 校
菅 生 小 学 校
大 花 羽 小 学 校
菅 原 小 学 校
石 下 小 学 校
豊 田 小 学 校
飯 沼 小 学 校
玉 小 学 校
岡 田 小 学 校
石 下 中 学 校
石 下 西 中 学 校
常総市地域女性団体連絡協議会
常総市シルバークラブ連絡協議会
常 総 市 測 量 業 協 会
常総市石下生活改善ｸ ﾞ ﾙ ｰ ﾌ ﾟ連絡協議会
内 守 谷 工 業 団 地 連 絡 協 議 会
坂 手 工 業 団 地 連 絡 協 議 会
常総市消費者連絡協議会石下地区
水 海 道 街 商 組 合
明るい社会づくり推進協議会石下地区
JA常総ひかり水海道地区女性部
水 海 道 ラ イ オ ン ズ ク ラ ブ
水 海 道 地 区 お 食 事 会
歴 史 探 訪 中 期 　 受 講 生 一 同
水 海 道 ロ ー タ リ ー ク ラ ブ
平 松 雨 引 講
梅 園 流 和 美 会
川 光 物 産 株 式 会 社
株 式 会 社 フ ル ヤ 建 商
株 式 会 社 C A P コ ン サ ル
パ ネ ル シ ア タ ー ハ ミ ン グ
平 成 理 研 ㈱ 茨 城 営 業 所
け ん ち の 苑
か し わ 学 園
市役所職員・消防署職員・社協職員・市関係施設募金箱

合　　　　計

13,634
20,000
9,748
15,073
7,278
15,906
9,029
18,595
32,500
25,600
1,346
4,474
12,094
31,581
10,644
10,715
18,952
20,450
11,107
19,602
18,191
24,418
31,305
16,802
41,589
3,790
10,189
20,000
62,593
30,000
10,000
20,000
10,000
10,600
50,000
20,000
5,000
50,000
1,809
2,477
30,000
34,000
10,000
10,000
10,000
5,000
10,000
10,000
10,000
15,608
461,742
1,353,441

団　体　募　金

橋 本 　 道 子
中 山 　 美 代 子
冨 田 　 孝 一
中 川 　 智 雄
堀 越 　 文 枝
野 口 　 稔
匿 名 （ 3 件 ）

合　　　　計

14,789
10,000
5,000
3,002
1,000
800

50,992
85,583

個　人　募　金

赤 い 羽 根 自 販 機 （ 1 0 台 ） 156,273

自動販売機による募金

赤い羽根自販機にご協力いただいている企業
（順不同）

・やまぶ商店
・社会福祉法人 東雲会 よしの荘
・医療法人 竹恵会 けんちの苑
・落合商工サービス株式会社
・オリエンタル商事株式会社
・株式会社 伊藤園
・ダイドードリンコ株式会社
・利根コカ・コーラボトリング株式会社

（単位：円）

（単位：円）

（単位：円）

（単位：円）

その他(前年度期間外等) 214,809円
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▲ おもちゃの広場
児童センター・三坂児童館

水 海 道 高 野 町
水 海 道 天 満 町
水 海 道 亀 岡 町
水 海 道 本 町
水 海 道 元 町
水 海 道 栄 町
水 海 道 宝 町
水 海 道 諏 訪 町
水 海 道 橋 本 町
水 海 道 森 下 町
水 海 道 渕 頭 町
水 海 道 山 田 町
水 海 道 川 又 町
豊 岡 地 区
菅 原 地 区
大 花 羽 地 区
三 妻 地 区
五 箇 地 区
大 生 地 区
坂 手 地 区
内 守 谷 地 区
菅 生 地 区
石 下 地 区
豊 田 地 区
玉 地 区
岡 田 地 区
飯 沼 地 区

合　　　　計

75,200
326,600
46,000
28,200
32,800
134,500
176,200
202,400
364,200
320,000
134,100
298,900
58,500

1,127,000
568,800
319,200
839,500
381,600
640,800
404,900
389,200
736,000
1,399,400
444,800
351,200
857,400
796,120

11,453,520

戸　別　募　金

歳末たすけあい募金の使いみち
募金総額の 684,219 円は、次のように使用さ

せていただいております。

○市内在住で、支援を必要としている世帯に

○障がい者福祉施設への支援費に

▲ ふくし祭り開催
福祉団体が大集合！

▲ さまざまなボランティア
育成講座を開催

赤い羽根募金額　 13,037 ,537円　

歳末たすけあい募金額 684,219円
（敬称略・順不同）

赤い羽根募金の使いみち
募金総額の 13,037,537 円は、茨城県共同募金

会へ送金し、次のように使用させていただい

ております。

○県内の社会福祉施設や社会福祉団体に

○常総市の福祉活動に

・高齢者のための事業に
・ボランティアの育成に
・広報・啓発活動に

▲ サロンなど地域での交流を支援

（単位：円）



編
集
委
員
を
は
じ
め
た
き
っ
か
け
は
？

社
協
に
行
っ
た
時
に
、
職
員
の
方
か
ら

誘
わ
れ
ま
し
た
。

僕
自
身
が
障
が
い
者
で
、
普
段
人
か
ら

助
け
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
、
そ
の
恩
返
し

と
い
う
か
…
。
ま
た
学
生
の
時
に
、
デ
ザ

イ
ン
を
勉
強
し
て
い
て
パ
ソ
コ
ン
も
好
き

だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
ち
ょ
う
ど
い
い
機

会
だ
と
思
い
引
き
受
け
ま
し
た
。

「
た
ん
ぽ
ぽ
」
を
企
画
、
編
集
す
る
に
あ
た

っ
て
気
を
つ
け
て
い
る
こ
と
は
？

手
作
り
感
を
大
切
に
し
、
誰
に
で
も
読

み
や
す
い
紙
面
づ
く
り
を
心
が
け
て
い
ま

す
。

ど
ん
な
時
に
や
り
が
い
を
感
じ
ま
す
か
？

レ
イ
ア
ウ
ト
作
業
は
時
間
が
か
か
っ
た
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り
大
変
な
こ
と
も
多
い
の
で
す
が
、
そ
の

分
で
き
あ
が
っ
た
「
た
ん
ぽ
ぽ
」
を
見
る

と
う
れ
し
く
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
皆
さ

ん
に
喜
ん
で
も
ら
う
と
、
や
っ
て
良
か
っ

た
な
と
思
い
ま
す
。

「
た
ん
ぽ
ぽ
」
の
Ｐ
Ｒ
を
ど
う
ぞ
。

３
月
15
日
発
行
の
「
た
ん
ぽ
ぽ
」
は
初

め
て
の
カ
ラ
ー
印
刷
で
全
戸
配
布
と
な
り

ま
す
。
い
つ
に
も
増
し
て
気
合
い
を
入
れ

て
作
り
ま
し
た
。
皆
さ
ん
ぜ
ひ
ご
覧
に
な

っ
て
く
だ
さ
い
。

広
報
委
員
　
大
津

礼
子

本橋　忍さん
（水海道相野谷町）

常
総
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

連
絡
協
議
会
会
報
「
た

ん
ぽ
ぽ
」
の
編
集
委
員

長
と
し
て
活
躍
し
て
い

る
本
橋
忍
さ
ん
に
お
話

を
伺
い
ま
し
た
。

社
協
「
心
配
ご
と
相
談
」
が
窓
口
を
開
設

し
て
か
ら
38
年
が
経
ち
ま
し
た
。
相
談
員
は

12
人
で
構
成
さ
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
に
対

応
し
て
い
ま
す
。

法
律
、
健
康
、
金
銭
面
の
こ
と
な
ど
、
専

門
機
関
を
紹
介
す
れ
ば
解
決
へ
と
向
か
う
も

の
が
あ
る
一
方
、
相
談
員
も
頭
を
抱
え
る
よ

う
な
悩
み
も
し
ば
し
ば
あ
り
ま
す
。

そ
ん
な
時
は
相
談
者
の
気
持
ち
に
添
っ
て

丁
寧
に
話
を
聞
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
１

時
間
２
時
間
し
て
も
解
決
し
な
い
こ
と
も
あ

り
ま
す
が
、
晴
れ
や
か
な
顔
で
帰
る
と
き
は

ホ
ッ
と
胸
を
撫
で
下
ろ
す
そ
う
で
す
。

し
か
し
、
寄
せ
ら
れ
る
相
談
の
中
に
は
、

話
の
つ
じ
つ
ま
が
合
わ
ず
「
本
当
な
の
か
」

と
判
断
に
悩
む
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

そ
ん
な
時
は
、
相
談
員
会
議
で
話
し
合
い

さ
ら
に
専
門
的
な
勉
強
も
し
ま
す
。

取
材
し
た
日
は
、
精
神
科
医
の
河
合
伸
念

先
生
（
水
海
道
厚
生
病
院
副
院
長
）
を
招
き
、

認
知
症
や
統
合
失
調
症
の
見
極
め
方
、
ま
た

そ
の
対
応
な
ど
に
つ
い
て
勉
強
会
を
開
い
て

い
ま
し
た
。

講
師
の
話
を
聞
く
真
剣
な
表
情
を
見
て
、

相
談
員
の
責
任
と
自
覚
を
強
く
感
じ
て
き
ま

し
た
。

広
報
委
員
　
下
拂

有
子

社
協
「
心
配
ご
と
相
談
」

○
第
１
火
曜
日
　
午
後
１
時
〜
４
時
　

社

協

本

所
　
Ｔ
Ｅ
Ｌ

23
｜
２
２
３
３
　

○
第
３
火
曜
日
　
午
後
１
時
〜
４
時
　

社
協
石
下
支
所
　
Ｔ
Ｅ
Ｌ

30
｜
８
７
８
９

（
事
前
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
）

一
人
で
悩
ま
な
い
で
誰
か
に
話
し
て
み
ま
せ
ん
か

な
に
か
、
解
決
の
糸
口
が
見
つ
か
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん

▲ 今後の相談に活かすため
皆さん真剣です。



現　　　　　　金 物　　　　　品
水海道教会 10,000円

豊岡町砂浜ゴルフ会 10,000円

菅原村役場会 4,742円

五徳食堂 6,000円

㈱オリエンタル商事 43,003円

まちの研ぎやさん 14,422円

ユニー㈱アピタ石下店 51,169円

水海道第二高等学校家庭クラブ 11,110円

利根コカ・コーラボトリング㈱ 5,177円

匿　名 800円

匿　名 3,000円

匿　名 546円

匿　名 3,000円

匿　名 310円

匿　名 31円

匿　名 10,000円

匿　名 10,000円

麗都水海道 菓子
ブレイズ 菓子
利根コカ・コーラボトリング㈱ 災害時用飲料水
匿　名 紙オムツ
匿　名 テレフォンカード、切手
匿　名 文房具
匿　名 食器類

日本電磁工業㈱日親会、㈱大堀工務店、
正栄工業㈱、中根信子、本橋忠、大塚
クリニック、倉持きみ、日本郵便水海
道支店、匿　名
以上書き損じはがき、使用済みプリペイ
ドカード、使用済み切手など

ふくし JOSO 平成24年3月15日第21号

社協
しゃきょう

は社会福祉協議会の略称です7

平成23年12月6日～24年3月5日（敬称略）

あ
の
大
震
災
か
ら
、
も
う
１
年
が
過
ぎ
ま
す
。
あ
の
日
の

事
は
、
忘
れ
よ
う
と
し
て
も
身
体
が
心
が
、
覚
え
て
い
ま
す
。

あ
れ
か
ら
、
い
ろ
い
ろ
な
事
を
考
え
さ
せ
ら
れ
、
い
ろ
い
ろ

な
事
を
感
じ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
様
々
な
人
と
の
繋
が
り
を
、
大
切
な
絆
を
再
確

認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
年
の
元
旦
、
久
し
ぶ
り
に
３
人
の
息
子
達
が
そ
ろ
い
主

人
と
私
の
５
人
で
、
近
く
の
神
社
に
お
参
り
に
行
き
ま
し
た
。

こ
の
春
に
大
学
卒
業
予
定
の
長
男
に
「
こ
の
歳
で
、
親
に
付

き
合
う
奴
な
ん
か
い
な
い
よ
。」
と
言
わ
れ
、
ま
あ
そ
う
か
も

と
思
い
な
が
ら
家
族
で
い
ら
れ
る
幸
せ
を
噛
み
し
め
ま
し
た
。

広
報
委
員
　
植
木

邦
江

水海道二校
家庭クラブ

▲



8問い合わせ先：社協本所　 23－2233 社協石下支所　 30－8789

２月７日にフリーライター

太田恵子氏を講師に招いて

「広報紙の作り方講座」を開

催しました。

この講座には22名が参加

し、目を引く！想いが届く！

広報紙作りのポイントを教え

ていただきました。

説明を熱心に聞き入る参加者 赤ペンで解りやすい添削

EMボカシを生ごみに混ぜると分解

発酵を促し、生ごみのかさが減るう

えに、嫌な臭いも少なくなります。

分解発酵後は畑や花壇などに埋めて

おくと、有機肥料となり野菜や花が

元気に育ちます。

目を引く！想いが届く！～広報紙の作り方講座～

イザ！という時に備えて～救急法講習会～

２月１日に常総ボランティ

ア連絡協議会で、日本赤十字

社茨城県支部にて研修を行い

ました。

会員27名が参加し、ボラン

ティア活動中に役立つケガや

急病人の手当てなどについて

学びました。

三角巾包帯法を学びました 備蓄倉庫の見学

心身障害者福祉センターで　もらっちゃおう！

EMボカシを1袋プレゼント 通常100円の商品
（300g入）

き
り
と
り

プレゼント期間

24年3月16日～4月13日

引換場所：心身障害者福祉センター

常総市中妻町2643-1

TEL 22 - 9400

この紙を切り取ってもってきてね！
（コピー不可）

EMボカシ

1袋プレゼント券

▲ 心をこめて作っています


	01
	02
	03
	04
	05
	06
	07
	08

